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抜
く
力
を
身
に
付
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る
た
め
の
実
践
の
方
向
性
を
考
え
る
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学校現場の声「キャリア教育実践の難しさ」

◎「総合的な学習の時間」でキャリア教育を実践したいが、
担任の先生方は受験へ向かうための指導を好む傾向があ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮城県）
◎進路学習は「どのような人として社会に貢献したいか、
10、15 年後に自分らしく生きていられるか」を考えるも
のだとガイダンスなどで伝えているが、生徒が系統立て
て考えられるシステムがない。　　　　　　　　（富山県）

◎「職業インタビュー」として、１年生の生徒が市内の公
共機関や企業に出向き、インタビューを実施した。社会
に触れる機会だったが、全員強制参加だったため、効果
が薄くなってしまった。　　　　　　　　　　　（静岡県）
◎就職希望の生徒を中心にインターンシップを推進して
いるが、企業側との調整も含めて、そのための環境整備
がかなり困難である。　　　　　　　　　　　　（兵庫県）

出典／『ＶＩＥＷ21』高校版読者モニターへのアンケート結果より。アンケートは、2013 年10月にウェブとファクスで実施。有効回答数は、60。
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本号のテーマ

主体的に生き抜く力を育むキャリア教育を、
どのように実践していくか？

キャリア教育　その１０年間の変遷、そして展望
対談　【P.6～ 9】

「生徒に『なぜ？』を問い掛ける中で、さまざまな変容を見いだしながら、
未来をどう生きるかを考えさせる」

先進校のキャリア教育　成果とこれから

宮城県仙台向山高校

「生徒を信じ、焦らず気付きを待つ中で、
生徒と教師が共に成長する」

栃木県・私立文星芸術大学附属高校　英進科

卒業生と振り返る　【P.10～19】

自校のキャリア教育を熟議し、「教育の本質」に迫る
座談会　【P.20～25】

和歌山県立桐蔭中学・高校校長

宮下和己
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課題解決への提案

小・中・高校の１２年間を通じて教育課題を考え、語り合う
「Teachers’cafe」第１回ワークショップ報告

特別レポート　【P.26～27】
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